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巻
町
以
前
の
動
き

 

　
日
本
政
府
と
電
力
会
社
な
ど
は
、
こ
の
半
世
紀
の
間
、

夥
し
い
数
の
原
子
力
発
電
所
を
国
内
に
設
置
す
る
に
あ
た

り
、当
該
自
治
体
に
お
い
て
同
じ
「
民
主
主
義
的
手
続
き
」

を
踏
ん
で
、
そ
れ
を
進
め
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
主
権
者
・

住
民
の
代
理
人
で
あ
る
［
首
長
］、［
議
員
（
議
会
の
多
数

派
）］
に
了
解
を
得
、
そ
の
同
意
に
基
づ
い
て
建
設
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
過
程
で
「
脅
し
」
や
「
買

収
」
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
間
接
民
主
制
に
則
り
事
を
進
め

た
の
だ
か
ら
、
横
暴
だ
、
住
民
無
視
だ
と
い
っ
た
非
難
は

あ
た
ら
な
い
。
そ
う
言
い
張
っ
て
き
た
彼
ら
に
対
し
て
、

一
九
八
二
年
の
高
知
県
窪く

ぼ
か
わ
ち
ょ
う

川
町
（
現
四し

ま
ん
と
ち
ょ
う

万
十
町
）
を
皮
切

り
に
「
住
民
投
票
と
い
う
直
接
民
主
制
で
是
非
を
決
め
る

べ
し
」
と
い
う
動
き
が
各
地
で
起
き
て
い
た
。

　
首
長
・
議
員
提
案
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
直
接
請
求
権

を
行
使
し
て
、
核
燃
料
お
よ
び
原
発
に
関
す
る
住
民
投
票

条
例
の
制
定
を
求
め
た
自
治
体
だ
け
で
も
、
福
井
県
大
飯

町
（
現
お
お
い
町
）、
三
重
県
紀
勢
町
（
現
大た

い
き
ち
ょ
う

紀
町
）、
同

南
島
町
（
現
南
伊
勢
町
）、
福
島
県
富
岡
町
、
同
楢な

ら
は
ま
ち

葉
町
、

北
海
道
等
々
そ
の
数
は
四
〇
を
超
し
て
お
り
、
原
発
設
置

反
対
派
を
中
心
に
「
住
民
投
票
」
を
使
っ
て
の
異
議
申
し

立
て
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
窪
川
町
、
南
島
町

の
よ
う
に
条
例
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
実
施
し

た
と
こ
ろ
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。

　
巻
町
の
原
発
建
設
を
問
う
住
民
投
票

　
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
一
九
九
六
年
八
月
四
日
、
新

潟
県
巻ま

き
ま
ち町
（
二
〇
〇
五
年
新
潟
市
に
編
入
合
併
）
に
お
い

て
東
北
電
力
の
原
発
建
設
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
実

施
さ
れ
た
。
条
例
制
定
に
基
づ
く
住
民
投
票
は
こ
れ
が
日

本
初
。
こ
の
あ
と
二
〇
一
四
年
末
ま
で
に
、
四
一
〇
件
を

超
す
住
民
投
票
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
あ
と
で

紹
介
す
る
沖
縄
県
や
名
護
市
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
巻
町
で
は
、
政
府
や
東
北
電
力
、
佐
藤
莞
爾
町
長
ら
が

民
意
を
確
認
せ
ず
、
一
方
的
に
原
発
を
造
る
の
は
お
か
し

い
と
い
う
声
が
、
保
革
を
問
わ
ず
広
範
な
町
民
の
中
か
ら

上
が
っ
た
。
原
発
設
置
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
と
い
う
極

め
て
重
大
な
案
件
の
決
定
を
、
間
接
民
主
制
で
選
ば
れ
た

少
数
の
代
理
人
に
託
し
て
い
い
の
か
。
こ
う
い
っ
た
重
大

事
項
は
、
主
権
者
が
直
接
決
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

そ
う
考
え
る
多
く
の
人
が
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
、
直
接

請
求
権
（
リ
コ
ー
ル
）、
裁
判
権
等
々
、
主
権
者
・
住
民

に
認
め
ら
れ
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
次
々
と
行
使
。

膨
大
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
、
自
主
管
理
の
住
民
投

票
と
条
例
制
定
に
基
づ
く
住
民
投
票
を
実
現
さ
せ
た
。

　
住
民
投
票
は
、
投
票
率
八
八
・
二
九
％
（
二
万
五
〇
三

票
）、「（
原
発
建
設
）
反
対
」
六
〇
・
八
六
％
（
一
万
二
四

七
八
票
）、「
賛
成
」
三
八
・
五
五
％
（
七
九
〇
四
票
）、
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
。

  

巻
町
で
の
住
民
投
票
運
動
の
特
徴
は
運
動
の
主
体
と
な
っ

た
「
巻
原
発
・
住
民
投
票
を
実
行
す
る
会
」（
笹
口
孝
明

代
表
）
が
、「
原
発
反
対
」
を
声
高
に
叫
ん
だ
り
、
建
設

を
阻
止
す
る
た
め
に
住
民
投
票
を
実
現
し
よ
う
と
い
っ
た

主
張
を
一
切
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
笹
口
ら
は
、
ひ
た
す

ら
「
大
事
な
こ
と
は
み
ん
な
で
決
め
よ
う
」
と
町
民
に
呼

び
か
け
、
原
発
阻
止
で
は
な
く
市
民
自
治
の
実
現
を
訴
え

町
民
の
支
持
を
得
た
。
巻
町
で
の
住
民
投
票
の
実
現
は
、

沖
縄
で
の
二
つ
の
住
民
投
票
を
は
じ
め
、岐
阜
県
御み

た
け
ち
ょ
う

嵩
町
、

神
戸
市
、
徳
島
市
な
ど
、
住
民
投
票
運
動
の
全
国
的
な
広

が
り
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
都
道
府
県
で
初
の
条
例
制
定
と
沖
縄
県
民
投
票

　
巻
町
で
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
二
カ
月
前
の
九
六
年

六
月
二
一
日
、
沖
縄
県
で
は
直
接
請
求
を
県
議
会
が
承
認

す
る
か
た
ち
で
県
民
投
票
条
例
が
都
道
府
県
で
初
め
て
制

定
さ
れ
、
九
月
八
日
に
実
施
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、「
日

米
地
位
協
定
の
見
直
し
」
と
「
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
」。

　
こ
の
前
年
に
起
き
た
三
人
の
ア
メ
リ
カ
兵
に
よ
る
小
学

生
女
児
に
対
す
る
レ
イ
プ
事
件
の
直
後
に
「
一
〇
・
二
一

沖
縄
県
民
総
決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
場
に
お
い

て
、
日
米
両
政
府
に
対
す
る
四
項
目
の
要
求
が
決
議
さ
れ

た
の
だ
が
、
前
述
の
テ
ー
マ
は
、
決
議
の
中
に
入
っ
て
い

戦
後
自
治
の
あ
ゆ
み

　
今
　
井 

　
　
　
一

条
例
に
基
づ
く
初
の
住
民
投
票

巻
町
原
発
、沖
縄
県
の
日
米
地
位
協
定
と
米
軍
基
地

表　巻原発建設計画をめぐる動き

1971年５月　東北電力が「巻原発建設計画」を発表
1982年１月　東北電力が国に原子炉設置の許可申請
1994年８月　佐藤莞爾町長、原発建設の凍結「解除」

を掲げて３選
　　　10月　巻原発・住民投票を実行する会が発足
1995年２月　｢原発｣の是非を問う自主管理投票実施
　　　２月　東北電力、佐藤町長に町有地売却の申

し入れ
　　　４月　町議選で住民投票実施派が多数当選
　　　６月　住民投票条例可決
　　　10月　条例が改変され、町長の同意なしでは

実施不可に
　　　12月　佐藤町長、リコール運動により辞職
1996年１月　｢実行する会｣の笹口代表が町長に当選
　　　８月　住民投票実施
1999年８月　笹口町長が議会に諮ることなく「実行

する会」の23人に町有地を売却
2000年５月　原発推進町議ら上記の件で笹口町長ら

を相手に提訴、最高裁に上告するも不
受理。敗訴確定

2004年２月　東北電力、原子炉設置許可申請を取り
下げる
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た
。
大
田
昌
秀
沖
縄
県
知
事
（
当
時
）
や
県
議
会
は
、
こ

の
テ
ー
マ
は
沖
縄
県
が
単
独
で
左
右
で
き
な
い
問
題
だ
と

承
知
の
上
で
、
敢
え
て
こ
れ
を
県
民
投
票
に
か
け
、
日
米

両
政
府
や
日
本
国
民
に
県
民
の
意
思
を
示
そ
う
と
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
し
が
ら
み
か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
米
軍
基
地

の
こ
と
を
表
だ
っ
て
話
題
に
す
る
県
民
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
が
、
県
民
投
票
の
実
施
に
よ
っ
て
、
家
族

の
間
で
、
友
人
同
士
で
、
沖
縄
の
現
状
と
未
来
に
つ
い
て
、

多
く
の
人
が
話
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
高
校
生

を
は
じ
め
と
す
る
若
い
世
代
で
議
論
が
活
発
と
な
り
、
県

下
の
す
べ
て
の
公
立
高
校
と
一
部
の
私
立
高
校
を
合
わ
せ

た
六
七
校
で
生
徒
会
主
催
の
「
模
擬
投
票
」
が
行
わ
れ
、

三
万
六
千
人
余
の
高
校
生
が
投
票
に
参
加
し
た
。

　
県
民
投
票
の
結
果
は
、投
票
率
五
九
・
五
三
％
（
五
四
万

一
六
三
八
票
）、「（
見
直
し
と
整
理
・
縮
小
）
賛
成
」
八

九
・
〇
九
％
（
四
八
万
二
五
三
八
票
）、「
反
対
」
八
・
五
四

％
（
四
万
六
二
三
二
票
）
だ
っ
た
。

　
こ
の
県
民
投
票
は
、
県
民
が
基
地
や
地
位
協
定
の
問
題

に
関
心
を
向
け
、
家
族
や
友
人
間
で
話
し
合
う
き
っ
か
け

を
つ
く
り
、
か
つ
他
府
県
の
人
々
や
日
米
両
政
府
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
た
と
い
う
点
で
は
実
に
有
意
義
だ
っ
た
が
、

問
題
点
も
あ
っ
た
。

　
一
つ
は
、
条
例
制
定
を
求
め
る
直
接
請
求
署
名
の
大
半

が
、
連
合
沖
縄
の
家
族
の
中
だ
け
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ

た
と
い
う
事
実
だ
。
し
た
が
っ
て
、県
民
の
ほ
と
ん
ど
が
、

県
民
投
票
の
動
き
を
事
前
に
知
ら
ず
、
突
然
県
議
会
で
条

例
が
可
決
さ
れ
九
月
に
実
施
…
と
い
う
受
け
止
め
方
を
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
認
知
度
が
低
く
、
こ
の
住
民
投
票
の
意

義
を
県
民
が
理
解
し
、
投
票
に
参
加
す
る
意
志
を
固
め
る

ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
県
主
導

の
「
官
製
投
票
」
と
い
う
色
合
い
も
強
く
出
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
若
者
を
含
め
、
多
く
の
県
民
が
、
真
剣

に
考
え
、
話
し
合
い
、
葛
藤
の
末
に
投
票
所
へ
行
き
意
思

を
示
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
県
民
が
出
し
た
「
答
え
」
に

日
本
政
府
や
他
府
県
の
人
た
ち
が
、
誠
意
を
も
っ
て
応
え

て
く
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
だ
。
投
開
票
後
、
大
田
知

事
は
橋
本
龍
太
郎
首
相
（
当
時
）
と
手
打
ち
を
す
る
形
で
、

五
〇
億
円
の
調
整
費
を
国
か
ら
受
け
取
り
、
米
軍
用
地
強

制
使
用
手
続
き
に
必
要
な
「
公
告
・
縦
覧
の
代
行
」
に
知

事
と
し
て
応
ず
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
こ
の
手
打
ち
に
対

し
て
、
沖
縄
の
未
来
を
懸
命
に
考
え
話
し
合
っ
た
若
者
ら

は
「
県
民
投
票
っ
て
な
ん
だ
っ
た
ば
ー
」
と
い
う
怒
り
と

落
胆
の
声
を
上
げ
、
強
い
政
治
不
信
に
陥
っ
た
。

　
米
軍
ヘ
リ
基
地
建
設
を
問
う
名
護
市
民
投
票

　「
官
主
導
」
だ
っ
た
県
民
投
票
と
は
異
な
り
、
翌
九
七
年

に
実
施
さ
れ
た
名
護
の
市
民
投
票
で
は
市
民
主
導
の
運
動
が

展
開
さ
れ
た
。
名
護
市
東
部
の
辺
野
古
沖
に
米
軍
の
ヘ
リ
基

地
を
造
る
こ
と
を
認
め
る
か
否
か
。
そ
れ
を
市
長
や
議
会
に

託
さ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民
が
自
身
の
意
思
を
示
し
て
決

め
よ
う
。
そ
う
呼
び
か
け
て
集
め
た
条
例
制
定
を
求
め
る
署

名
は
有
権
者
総
数
の
四
六
％
に
あ
た
る
一
一
万
七
五
三
九
筆

に
達
し
た
。
議
会
が
市
民
案
を
歪
め
、
設
問
に
対
す
る
選
択

を
賛
成
・
反
対
の
二
択
で
は
な
く
四
択
に
す
る
な
ど
、
若
干

の
問
題
は
あ
っ
た
が
、
名
護
市
民
の
多
く
が
、
家
族
や
友
人

ら
と
よ
く
話
し
合
い
よ
く
考
え
た
上
で
自
身
の
意
思
を
表
明

し
た
。
投
票
に
至
る
ま
で
の
数
週
間
、
新
基
地
を
認
め
て
振

興
策
（
カ
ネ
）
を
と
る
か
、「
損
」
を
し
て
で
も
そ
れ
を
拒

む
か
、
悩
み
抜
い
た
人
が
ど
れ
だ
け
多
か
っ
た
こ
と
か
。

　
ヘ
リ
基
地
建
設
を
問
う
市
民
投
票
は
、
投
票
率
八
二
・

四
五
％
（
五
四
万
一
六
三
八
票
）、「
賛
成
」
八
・
一
五
％
（
二

五
六
四
票
）、「
条
件
付
き
賛
成
」
三
七
・
一
九
％
（
一
万
一

七
〇
票
）、「
反
対
」
五
一
・
六
四
％
（
一
万
六
二
五
四
票
）、

「
条
件
付
き
反
対
」
一
・
二
二
％
（
三
八
五
票
）、
と
い
う

投
票
結
果
と
な
っ
た
。

　
市
民
投
票
の
後
、
比
嘉
鉄
也
市
長
（
当
時
）
が
「
基
地

建
設
容
認
」
を
橋
本
首
相
に
伝
え
て
辞
職
す
る
な
ど
、
民

意
を
反
故
に
す
る
動
き
も
あ
っ
た
が
、
一
六
年
間
、
時
々

の
政
権
が
ヘ
リ
基
地
建
設
を
ご
り
押
し
で
き
な
か
っ
た
の

は
、
そ
の
後
の
数
回
の
市
長
選
、
市
議
選
と
は
別
に
、
こ

の
問
題
の
み
で
住
民
が
直
接
意
思
を
表
明
し
た
市
民
投
票

が
強
い
楔
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
三
つ
の
投
票
の
精
神
は
受
け
継
が
れ
て
い
る

　
巻
町
の
住
民
投
票
は
表
に
記
載
の
通
り
、
東
北
電
力
が
原

発
設
置
計
画
を
白
紙
に
戻
し
、事
実
上
巻
町
か
ら
撤
退
し
た
。

だ
が
、
沖
縄
の
二
つ
の
住
民
投
票
は
、
共
に
米
軍
基
地
に
関

す
る
住
民
の
明
確
な
意
思
を
表
明
し
な
が
ら
、
そ
の
意
思
が

無
視
さ
れ
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
巻
の
場
合
は
、
原
発
建
設
の
予
定
地
が
町
有
地
で
あ
っ

た
こ
と
で
、
建
設
を
認
め
な
い
と
い
う
町
民
の
意
思
を
具

現
化
で
き
た
が
、
沖
縄
の
場
合
、
日
本
政
府
の
み
な
ら
ず

米
国
政
府
と
の
調
整
を
も
必
要
と
す
る
案
件
だ
け
に
、
問

題
の
解
決
は
容
易
で
は
な
く
、
具
現
化
の
成
否
は
沖
縄
県

以
外
の
都
道
府
県
の
主
権
者
・
国
民
の
基
地
問
題
へ
の
関

心
と
理
解
に
か
か
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
三
つ
の
住
民
投
票
の
精
神
は
、
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
当
初
、
実
施
を
求
め
る
住
民
の

動
き
に
対
し
て
、
た
い
て
い
の
首
長
や
議
会
は
「
間
接
民

主
制
の
破
壊
」
だ
と
か
「
衆
愚
政
治
を
も
た
ら
す
」
と
い
っ

て
反
対
し
て
い
た
の
だ
が
、
近
年
で
は
、
長
野
県
佐
久
市

や
埼
玉
県
北
本
市
の
よ
う
に
首
長
が
率
先
し
て
住
民
投
票

を
活
用
す
る
動
き
も
出
て
き
た
。
ま
た
、
一
定
数
の
署
名

が
集
ま
れ
ば
議
会
が
実
施
を
拒
め
な
い
「
実
施
必
至
型
」

の
住
民
投
票
条
例
を
常
設
す
る
自
治
体
も
増
え
て
お
り
、

歩
み
は
遅
い
が
確
実
に
前
進
し
て
い
る
。

＜

い
ま
い
　
は
じ
め
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト＞

（
注
）
住
民
投
票
の
動
き
に
つ
い
て
は
、［
国
民
投
票
／
住
民
投
票
］

情
報
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://ref-info.com

/

に
詳
し

く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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